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の
拍
手
で
承
認
し
休
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
機
関
紙
・
組

織
拡
大
標
語
の
表
彰
か
ら
再

開
し
、
運
動
方
針
（
案
）
に

対
す
る
18
名
の
代
議
員
発
言

を
踏
ま
え
佐
藤
書
記
長
が
集

約
、
全
体
の
拍
手
に
て
採
択

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
規

約
改
正
及
び
予
算
（
案
）
の

承
認
を
行
い
、
役
員
改
選
で

は
選
挙
で
菊
池
新
委
員
長
を

選
出
し
、
全
代
議
員
の
賛
成

で
ス
ト
権
を
確
立
、
そ
の
後

「
戦
争
法
案
廃
案
、
原
発
再

稼
働
反
対
、
労
働
法
制
改
悪

反
対
、
憲
法
改
悪
に
反
対
し

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
特

別
決
議
」、「
大
会
宣
言
」
を

採
択
し
、
新
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

大
会
初
日
は
、
宮
﨑
副
委

員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
議

長
に
は
八
郷
代
議
員
（
東
京

地
本
・
新
橋
支
部
）、
副
議

長
に
は
金
子
代
議
員
（
東
京

地
本
・
上
野
支
部
）
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
松
井
委
員

長
は
３
点
に
亘
り
挨
拶
（
別

掲
）
を
行
い
、
そ
の
後
、
各

来
賓
の
挨
拶
を
受
け
、
財
政

議
題
、
経
過
報
告
に
対
す
る

７
名
の
質
疑
を
受
け
、
全
体

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
８
月
24
〜
25
日
に
第
29
回
定
期
大
会
を
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま

市
で
開
催
し
、
代
議
員
の
真
摯
な
討
論
か
ら
、
運
動
方
針
と
「
労
働
条
件
に
関
す
る
協

約
」
改
訂
要
求
を
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
規
約
の
一
部
改
正
で
は
、
婦
人
部
か
ら
女

性
部
へ
の
変
更
を
48
名
全
代
議
員
の
賛
成
で
可
決
。
役
員
改
選
で
は
、
菊
池
忠
志
新
委

員
長
以
下
、
新
執
行
部
（
別
掲
）
を
選
出
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

議長
東京地本
八郷代議員

副議長
東京地本
金子代議員

　

第
一
の
課
題
は
、
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
取
り
組
み
で
す
。

　

昨
年
７
月
１
日
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣
議
決
定

か
ら
僅
か
１
年
で
、
多
く
の
国
民
が
反
対
し
与
党
自
ら

が
招
請
し
た
憲
法
学
者
ま
で
も
が
違
憲
と
し
た
「
安
全

保
障
関
連
法
案
」
＝
『
戦
争
法
案
』
を
衆
議
院
で
強
行

採
決
し
、
現
在
参
議
院
で
の
『
審
議
』
中
で
す
。
時
間

が
経
過
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
同
法
案
が
如
何
に
危
険
極
ま

り
な
い
か
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
仲
間
た
ち
と
連
携
・
連
帯
し

て
「
戦
争
法
案
」
廃
案
の
闘
い
を
更
に
進
め
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

第
二
の
課
題
は
Ｊ
Ｒ
の
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
を

目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　

一
昨
年
来
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
け
る
一
連
の
事
故
・

不
祥
事
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
信
頼

を
大
き
く
失
墜
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
問
題
は

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
と
り
わ

け
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
も
お
客
様
自
身
の
犠
牲
者
は

出
て
は
い
な
い
も
の
の
、
一
歩
間
違
え
ば
重
大
事
故
に

繋
が
り
か
ね
な
い
重
大
ト
ラ
ブ
ル
や
重
大
な
イ
ン
シ
デ

ン
ト
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

２
０
０
１
年
の
「
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
再
構
築
」
施

策
見
直
し
交
渉
で
、
組
合
側
の
「
外
注
化
の
問
題
を

含
め
て
現
状
の
認
識
を
」
の
問
い
に
、
会
社
側
は
「
Ｊ

Ｒ
は
発
注
者
で
あ
り
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
は
受
注
者
で
あ

る
」
と
の
回
答
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
施
策
実
施
か
ら

10
年
以
上
が
経
過
し
、
い
つ
し
か
会
社
は
経
営
の
哲
学

か
ら
経
営
の
力
学
へ
と
変
遷
し
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。

哲
学
か
ら
は
学
ぶ
こ
と
も
出
来
、
ま
た
、
人
を
創
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
力
学
か
ら
は
強
者
・
弱
者
を
生
み

出
す
だ
け
で
人
を
育
て
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
働
く
鉄
道
業
は
、
各
々
の
坦
務
・
セ
ク

シ
ョ
ン
の
完
成
度
が
横
断
的
結
実
を
持
っ
て
完
結
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
上
下
関
係
等
の
力
学
的
な
要
素
は

時
と
し
て
横
断
的
な
結
実
を
破
断
さ
せ
ま
す
。
安
易
な

外
注
化
が
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
主
要
な
要
因
と
成
り
か

ね
な
い
と
労
働
組
合
が
指
摘
す
る
根
拠
が
此
処
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
為
に
も
仕
事
の
議
論
を
基
軸
に
し
た
「
職

場
・
安
全
総
点
検
」
の
取
り
組
み
の
更
な
る
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
の
課
題
は
組
織
の
強
化
・
拡
大
と
国
労
運
動
の

継
承
と
更
な
る
発
展
に
つ
い
て
で
す
。

　

２
０
０
６
年
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
全
係
争
事
件
一
括

和
解
以
降
の
復
帰
・
加
入
者
は
１
０
０
名
を
超
え
、
昨

年
の
大
会
以
降
で
は
○
○
名
を
数
え
て
い
ま
す
。
改
め

て
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

来
年
２
月
で
国
労
は
結
成
７
０
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
、
ま
た
、
分
割
・
民
営
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

１
０
４
７
名
不
採
用
問
題
が
解
決
し
て
実
質
４
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
会
社
発
足
か
ら
30
年
を
数
え
る

今
日
、
国
鉄
を
知
ら
な
い
世
代
を
含
め
て
平
成
採
用
の

社
員
が
約
60
％
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
国
労
が
状
況
・
環
境
そ
し
て
情
勢
の
変
化
に

対
応
出
来
て
い
る
の
か
、
対
応
し
て
い
け
る
の
か
と
い

う
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
４
月
に
首
都
圏
の
駅
職
場
の
受
託
会
社

と
し
て
発
足
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
は
、
本
年
７
月
か
ら
水
戸
、
千
葉
及
び
高
崎
支
社
の

各
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
営
業
部
門
を
吸
収
し
て
７
支

社
で
の
事
業
展
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
本
部
は

発
足
当
初
か
ら
労
使
関
係
の
窓
口
と
し
て
、
昨
年
５
月

１
日
付
で
「
労
使
間
協
約
」
を
締
結
す
る
と
同
時
に
組

織
化
を
目
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
回
答
の
多
く
は
労
働
組
合
の
必
要
性
は
分
か
り
つ

つ
も
、「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
労
働
組
合
が
必

要
だ
」
と
い
う
声
が
圧
倒
的
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

本
年
６
月
に
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
労
働
組
合
が
立
ち
上
が

り
、
同
時
に
国
労
東
日
本
本
部
に
対
し
て
協
力
と
連
帯

の
要
請
が
来
ま
し
た
。
東
日
本
本
部
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
全
体
に
国
労
運
動
を
展
開
す
る
と
い
う
立
場

か
ら
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
先
に
開
催
さ
れ
た
第
84
回
定
期
全
国
大
会

の
書
記
長
集
約
及
び
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
運
動

方
針
に
基
づ
き
東
日
本
本
部
は
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て

奮
闘
す
る
こ
と
表
明
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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